
（朝鮮半島を徹底分析 ｜ 
韓国 、ソ連の初の首
脳会談が回目 、サンフランシスコの

ホテルで電撃的に行われた 。慮泰愚 、ゴルバチョフ両大統

領は国交樹立に原則合意し、欧州に
始まった
冷戦構造の崩

壊が東アジアに及ぶのも
確実な
情勢だ 。あの分厚いベルリ

ンの壁をあっという聞に壊した
現状改革の熱気 。形のない

コニ十八度線」はいつまで
朝鮮半島を分断するのか 。東ア

ジア情勢に明るい専門家にその行方を占ってもらった 。

‘．
・

．，aw

中嶋
歴
史は
動会出すとすごい

速
さで
繍
宮中が
回
るん
で
す
ね。
ま

ず、今回の総

ソ首監禁をどう見

るか、か
ら始めましょ
う。

玉
総
昨
年の七月に
北朝鮮で関

かれた
世

界青年学枠察以降 、ソ速

が総閣へ
の

積緩的な接近妥努
を見

せて
くるわけですね。

九月

に純国であっ
た
オ
リンピッ

ク一
周年の
民族体育大会には
朝鮮

戦

争当時の
人民箪の副総
参謀長を

送り込ん
で
きて 、
朝鮮
戦争は金日

成が
仕掛けたのだということ
るべ

らべ
らしゃべ
らせたりもした。

題盟盟麗題臨顔瞭識語

－
出
席
者｛発一一百
恵

中
嶋

嶺
雄
（
東
京
外
国
語
大
教
授）

玉
城

素
（
朝
鮮
問
題
評
論
家）

辺

真
一

言
υ
ア・
レ
ポ
ー
ト
編
集
長）

小
牧

輝
夫
（
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所）

めまぐるしく動く朝鮮半島情勢
1983・9・1 ソ遍領空で大鱒航空機・l!l!UJ件、

269人死亡
第18富士山丸事件
金日成主席が23年ぶりに紡ソ
ゴルバチョフ1112長が朝鮮半島の
緊張緩和に言及〈ウラジオストク
iiii！見〉

1987・11・19 金賢姫らの犬車庫航空機爆破事件
1988・9・16 ゴ書記長がアジア・太平洋地械の

窓生宿を復唱〈クラスノヤルスクi寅
E兎〉
ソウル五銭関薦、 ソi獲喧刊日
ソ連外相が総閣との国交樹立の可
能性を否定
純国・現代グループの郷周永名審
会長が紡ソ、経済交流本格化．同
会長は平織も紡問
締圏、干士会主置霊園の中で初めてハ
ンガリーと国交樹立
北朝鮮、ハンカ．リーとの外交関係
を絡下げ
ソウルとモスクワに貿易事務所を
相互関股
中国、夫安門事件
平IRで世界青年学生祭典／米鱒安
保会織で、主E車庫米軍削減せずとの
方針

8・15 軍軍閣の女子大生、林秀卿さん、級
門店を越えて北朝鮮から帰図
ソウルの学生が米大使公邸に舌L入
金日成主席が北京を秘密紡問
ベルリンの壁撤廃
事章、ノが事実上の領事関係樹立
ルーマニア、 チャワシェスク大統
領を処刑
ソ速の週刊紙が金臼成主席を「人
民を虐殺した秘書生省」と非隊
アメυ力、北朝鮮高官の来米で合
憲
ヰ凶月草草、朝鮮戦争の米兵遺骨を返
還
サンフランシスコで”ソ首脳会朕

1, 
1984・5
1986・マ. 28 

領

事実務も
始まり
、ゴルバ

チョ

フの
側近は
両国の
貿易が三十億J

に透した
ら図交を回
復してらいい

とまで
言い出した。
総固と
中闘が

昨
年 、
その
規模に
透しています。

で、総
国側としては
ζれはいけ

るというこ
とになっ
て
きた 。
いま

縫国は
学生運動、
労
働運動、イン

フレ
と、

社会不安が
深刻なんです 9・17

12 

2・ 2

4 

6 ・ 4
7 

2 ・ 1

1989・1

ね。＝一

党合同によ
る

民自党を結成

したものの
、

内
紛を起こして
がた

がたになり、
国民の
支持も下がる

一
方。局面打
開のた
めにも 、対
ソ

関係の
新聞間関が
必
要だっ
た 。

辺
綾ソ
会談に
関する

篠田国民

の一
般的な
反応は、よくやっ
た
と

いうことに尽き
ると思い
古手。
大

統領がワシン
トンに
行く前までは

支持率も「東亜
日報」
の掬売では

一
O
%を
割っ
て

、
八・
八か
八・

九。パ
ルパ
ル（
剣山）

大統備

と学生

か
ら
皮肉られてい
た。

しかし 、一
般的に
般国人は
熱し

やす
く冷めやすい。
今回の総
ジ
首

脳会談によっ
て、国
交樹立 、
緊張

緩和 、平和という
ような
プロセ
ス

10・13
11・ 5
，，・ 9
12・ 8
12・25

28 

4・26

5・28

6・4

1990・2

が
思うようにいかないと、ま
た
そ

の
反動があるのではないか。

中岨明
ゴ
ルバ
チョ
フ
さん
も
全

く 、慮
凝血mさんと同じパ
ターンな

んですね。
国
内では
人気は
決し
て

高くないし、エ
リツィ
ンさんの
よ

うな
急進派が
人気を持つ
。

民族
問

題も
あちこちで
吹き
荒れてい
る。

小牧
ゴルバ

チョ
フ

大統領は
ア

ジア・

太平洋との
結びつ
き
を強め

る
戦略の一
環として、ま
ず翁ソ関

係改沓希銀の強い
楠盟国との会談を

決意した
と思う。
ある程度の
度発

は覚悟して。

玄滅

慮泰愚・ゴルバ
チョ
フ
会

談のときに
、ある

申淘人の
営者と

存来続国人で
ソウルへ
行っ
てい
る

(1990.06.25-38度線が消える日(『週刊朝日』1990年6月22日号
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学者の話を間接的に
開いた
ので
す

が
、二

人とも
、す

ぐにソウルで
テ

ロが
始まるというんだ
ね。
ソ
ウル

aTSaTZ

 

大学の主
体思怨

派学生た
ちが、
ソ

ウル
の
回妓き
のビル
十カ
所の爆
破

計箇を待っ
ているなどという。

事実 、北では
虚泰
感へ
の攻撃が

一
段とエ
ス
カレ
ートし、いまこ
そ

全民族あげ
て
反米

反一歳闘争に
総
決

起
すべ
きだといっ
ている 。
慮務感

の

支持即時か一
O
%を切っ
たζ
とか

ら 、押せ
仰せで
い
けば
倒せ
る
と
考

えている
ところが
あるわ
けで

す。

しかし、
政策を
転換すべ
きだ
と

いう
努力も
あり 、
想dもめてい
る

感じだ 。
辺
ソ速
が
ソウル五
輪に
参
加し

た
あた
りか
ら 、いつ

かはこ
ういう

日が
訪れる
と
、北も

薄々
感じ
てい

た
気配はありま
す。

でも、
金
日成主
席の五
月二
十四

日の最高人民会議での施
政演説を宏

吟味
する
限り 、持ソ会
談はキャッ

チ
でき
てなかっ
た。
ソ
速か
ら事前

通告が
なかっ
た
というζ
とは 、北

に
とっ

て不愉
快続まりなかっ
たで

しょ
う。
明らかに 、
朝ソ
相互友好

条約
違
反だし。

中
柏崎
私が乙
の連
休に
平援を
訪

れた
印
象では 、北
朝鮮は
世界が
ど

うなろ
う
と 、自分た
ちは
絶対チユ

チェ
思
想でやっ
ていく
という療努

で
す
ね。
韓
国と尖務
関係が
進んで

も
、中

国もソ巡も
間交正
常化まで

はいかない
と
見てい
る
ようで

す。

で
すか
ら 、
メー
デーの、
南
朝鮮

え・松村

人民に
向
けた
特別演説は 、情
努わ

れに
利する
と 、すごく力が
入っ
て

い
た。
反
米
闘
争の
標
的は
虚
泰
患

で
、アメ

リカには
む

しろ 、
足が
か

りを得た
い
との
雰囲気です。

・もっ
とも、
帰
路に
アメ
リカのジ

ェ
lム
ス・
リリ！
大
使と
北京で
会

う
と
、北

朝鮮に
厳しい
見方を

して

いま
した。
経済
問題は
深刻だし、

労働
党の
中に
具
合
チが
出始めてい

る
し、
悶境付近の
情
勢は非常に
不

安
定になっ
てい
る。
クロ
ス示認に

すぐ
応じなく
てもいい
との構えの

よ
うで

す。

足
元
に
火
の
つ
い
た
コ
ル
ビ
ー

辺
北のゴ
ルバ
チョ
フに
対する

信
頼は
著しく低下していま
す。
建

国四十周年記念
日に
ち 、
俊界町内年

学生祭典にも、ゴ
ルバ
チョ
フはこ

なかっ
た。

た
だ
、北

朝鮮の反
発は 、
あの東

欧の
ときも
、ハ

ン
ガリーに対して

めちゃ
く
ちゃに
批判した
けれど 、

結局は 、断交しなかっ
た。
今回も

国交断絶とか、友好
相
互援助条約

の一
方
的破棄までは
ゃれない。

小牧
私が
今回参
加していた
朝

鮮
統一
問
題に
関
する
国
際シン
ポ

で 、
ソ
迎の東洋学
研
究
所のサルキ

ー
ソフさんが
、

約ソ

首脳会談は
写

す
ぎた
んじゃ
ないか
と
発口一目してま

した。
最近 、ソ速を
訪問した
日本の

学
者に
聞いても、
朝鮮
問題の専門

家は
今回のこ
と

を知らされておら

ず 、
朝
鮮半島の緊
張緩和にはマ
イ

ナスの
変ぷが
大きい
という評価で

す。
ゴ
ルバ
チョ
フが
急いだ背祭に

は 、
ソ速の閣
内問題が
あるんじゃ

な
いか
と患いま

すね。
経済の問題

やエ
リツィ
ン
との主
導権争いが。

た
だ 、成務凪応
大統領の
記者会
見

内容と 、
ソ連側の
発表には
塑d差

が
ある。
最
大限 、北
朝鮮に
対する

29 
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か
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「
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内

？i
な
ま
係
に

い

生
関
蕃

人の

朝鮮族が
おり
、北

朝鮮
を考
慮

せ
ざるを得ない。

もっ
とも

、
練悶との関係を
ソ速

や
中国が
進めるな
ら、

北は台
湾と

の
受流を広げるかもしれない。
な

にしる、
台
湾は

累積債務が
まっ
た

くないし、
外

貨準備高も世界第二

位という優
等
生で
す。

家主輝さん

のような
、

開

明的な
リーダーもい

る。
現に
、台

湾の
貿
易使節団も
行

っ
てい
る。

辺

東南
アジ
ア在住の台湾
系
慈

僑の人たちが
、

北朝鮮に
投
資する

のです。
ストちないし 、
教育水準

遇制朝白
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配慮をしたように
思いま
す。

中
嶋
田を中国に転じ
ると、乙

乙も、
国
内は
大変なんで
す。
天安

門事
件で
、

依然として西
側の
制裁

は
続い
ていま
すね。
中国が
頼っ
て

い
たのは
東ドイツのホー
ネッ
カー

と
金
日成 、ルーマニ
アの
チャ
ウシ

ェ
ス
クだっ
たけれど、
東
欧の
変革

でこつ
が
消えちゃっ
た。

い
ちばん
阜〈
支待し
てくれたし、

一
方 、

北朝鮮も石
油を
大健に依
二つ
の
中

国反対の
方針も
ある。

存している
申閣に
、

表だっ
てタテ

中国
人はこうい
うんだな。
ソ連

突けない。
なんとなく
朝鮮
半島を
とはだんだん
悪
くなり、

北は
中国

め
ぐる国

際関係は流
勧化していな
に
頼らざるを得ない。
少数

民族だ

が
ら、
それ
ぞれの

当事者
同士は、
か
ら

、
大
事に
し

てや
ら
な
く
ち
ゃ

盟
問題
毒っ
ていて、
四すくみ

え
ある
震では
、

ま
すきっ

の
感じで
すね。

てい
るわけ。

豆
減
こ
の前

、中国の
江沢民総

中崎
署沼
、中国が

いちばん
気

書記が
平
獲にき
てやっ
たときも、
に
し

て
い
るのは
少
数
民族
問題で

償蕗に
北をたしなめるような
演説
す。
チベ
ッ
ト
やウイ
グル 、モンゴ

ea、

をしてい
るんですよ。が
、

袖には
ルなどの
自治区が
不
穏であるばか

できない。
天安門事件の
際、
北が
りか、
縁辺
自治
州だけで約七
十万

1
i

f－

4
一
九
圃－jd一
圃神池

田院内哨

勺o. 6.22 笑顔でポーズをとる血痕思・，．函〈左〉、
ゴルバチョフ・ソ遅〈右〉犬統領（AP)

たまき・もとい 1926年生
まれ。！日制ニ高中退。現代コ
リア研究所所属。著書に「念
日成の思惣と行動Jなど

もそれなり
に
高い。
在
日靭鮮人ち

台湾で
商売してま
すしね。

対
中
経
済
接
近
に
懸
命
の
韓
国

中飾
北
京
空
港で
、輸相国・

三
星

グルー
プの
手回押し
問中を見ました。

中国人が
喜んで
使っ
てるんで
す。

後閣でもいま
、

すごい
中図ブー

ム
で
すね。
ただ

、般国西海岸と
中

国の

山東省や
大速地区との
経演
開

発開放政策をリン
クさせるという

が、
実際には
簡単ではない。

玉減
ペ
レストロイカの
基本問

題の一
つ
は、シベ
リ
ア縫東
経済の

立て直しで
、

日本が
最大の
療的な

んだけれども、
ぞう一
気には進ま

30 

中
崎

や
日本とのチャ
ン
ネル
を
広げよう

との
意
思が
強い。
近く
大挙して
ア

メ
リカの
学者が
行く
ようで

すが。

辺
富士山丸の
問題が
解決すれ

ば、
日

朝
関係は前
進す
るが、戦後

の
賠
償金
問題が
次の
日穫

に上っ
て

く
る。
いま

、それ
を
要
求しないの

は、
北
朝鮮
指摘暗部のブライドの問

題でしょ
う。

北
朝
鮮の
内節に
も、
富
士
山
丸の

問題
を解決すべ
きではないかとい

う窓
見が
、テクノ

ク
ラー
トの聞に
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台頭してき
でい
ると思いま

す。
で

も、ここまでくれば、金百成主
席

の

決断以外
にない。

玄機
金丸・
元副総理の訪
朝が

浮上してますが、
相当のお
土産を

待っ
ていかざるを得ないで
しょ
う

ね。
ただ 、
賠
償金
は国交正
常
化を

前提にしないと
払えない。
ζれ
は

「二つ
の
朝鮮」
反対
原則とぶつ
か

るか
ら、結局 、
金丸は

行けない。

辺
カ
ネをやれば、
向乙
う
は
納

得す
るだ
ろうというや
り方が
、

金

日

成政織の
プライドを傷つ
け
てい

る菌
はあるんで
すが
ね。

小牧
ぞう、

北朝鮮の

指導者た

ち
は、

経済的に
貧しく
ても
別に
国

は
減ひない、
思想が
おかしくなっ

たら国
は滅
びるといっ
てい
る。
そ

う
はいいなが
らも、われ
われか
ら

頭圭Fげるよう

な絡好にしなく
て

もいいじゃないか、という
縫かけ

て を も！き に ア あ Fて比 メ る i
い ペ リ と やすグ叫切
る る カ 恩んとに う 長
で 、 対ん ’
ず臼 すでが 本 る すに関ねア は 係 。
メ 厳 改リし 普カ く のが出動

dwszggお
もば
5hTod町
8
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動けば
日本も

動くと
判
断してい
る

のかも
しれません。
ま
た、日本に

対して
は

複雑な感情が
あっ
て、
厳

しく出ざるを得ない。
北
朝鮮か
ら

は賠
償金のζと
は
表だっ
て言い出

せないでい
る。

金
正
日
後
継
の
カ
ギ
は
経
済
だ

中岨鴫
僕が
北朝鮮に
行っ
て、最
外
との
交流が巡めば、
乙

の体制
は

後まで違
和感ぞ持っ
たの
は、や
は
やが
て
崩れざるを得ない。

りあのものすごい個
人崇
拝で
す。

ルーマニ
アの

恕劇を研究してい

金日成の
七
十歳の誕生
日にでき

た
るみ
たいで
すが、
金日成が
亡くな

主
体思
惣浴は、花筒岩を二
万五
千
っ

たとき、あるい
は金正

日後継体

五百
五十個使っ
たそうです。
七十
制
下
で
反乱が
起乙
る
可
能
性も
あ

餓×
三
百
六十五日なんで
すよ。
見
る。
逆に
、

金正臼が

軟者陸を狙う

た自に
は市
民

の表情も
明るく
て礼

可能性もある。乙れ
は
台湾の
行き

儀正しいん
ですが、
まさに
新興宗
方で
す。
蒋介石独裁の
後 、息子の

教
団体に二
千万人が
凝り
固まっ
て

蒋経国が
すすんで
民主
化の方向に

い
るような
印象を

受けました。

行っ
た。

金正日へ
の
織

力妥滋に
は、ソ
連

去
線
経
滅的に
は、もう破綻に

の

学者も周をひそ
めますし
、

中国

瀕し
ていますよ。
配
給も普
は米と

でも図っ
たものだという。
今後 、

雑殺が 、
7対3
とか
、
6対4だと

かとかだっ
たけ
ど 、
昨年
は1対
9

になり 、
しかも雑
殺
は
会邸ト
ウモ

ロコ
シの絞り
浮なんで
す。
米をつ

な
ぎにしておか
ゆをつ
くり 、そ

れ

をすすっ
ている。
去年の
十一
月ご

ろに
は、二
食にしろとの命令が
上

か
ら出たとか聞いてい
る。

乙
の前

、北へ
行っ
た婦人観
光客

が
いっ
てま
したが、

wf出唱の
裏
町で

は、
平供たちが
、

荷下るしする
野

菜のトラックに
たかつ
て、菜つ
ば

を
給っ
て食ペ

、おばあさんが
歯の

按け
た口で
生大根をかじ

っ
てい
たといいま
す。
現

地
の
通
訳
が、
酔っ
て

、

「
金正日のパ
カ」

と平気

でいう状況になっ
てき
た

とも
聞い
た。

金正日グルー
プという

のが
あっ
て、
今度の
緩高

人民

会議あたりで一
言

政織倭慨を

実現しようと

肴
え
てい
た
ら
し
い
ん
だ

生

か

茸省

主
昨
伴
縄

ilit
i－－b
内
閣
議

ih
F遇措‘

。
滞
ど

噴飯‘居留
お
率
に
な

～
－、
る
大
国
」

脳、

＼
、
、、
1
て
市
”
島

内
＼
－

”
・
阪
、半

吻

一uJ
き
大
間
鮮

日ゾ
i、パー、一内
ま
。
年
朝

d泊これ2r

F
－
ぬぬ
ま
ら
に

が
、それじゃ

どうしょうもないと

いうので、
む

しろ金日成グルー
プ

の古

鯵幹部が
穏健な問題解決を
は

か
る動きが
ある。

小牧
経済不振
打開の
ために

、

金正日さん
ち

技術箪新を強
調
はし

ている。
技術を外
国か
ら
導入する

ような乙
とが
主
体主義に
反するか

のよ
う

に
思っ
て
い
る
問
志が
い
る

が
、それ

は間違いだというように

ね。でも、
外
貨事情や

閉鎖性の問

題で、結局
は

大衆動員のほうに
渓
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週明朗自

るという
繰り返し
でした。

－m尚
人民
大掌曾堂という
国会

図書館には、
日本の
「

閉与す材料」

という雑誌なども
、バ
ッ
クナンバ

ーが
揃っ
てい
る。
日本の総合雑誌

も
あるというので
すが
、ζ

ち
らは

結
局 、出てこなかっ
た。

玉
滅
金
正日さんは
技術が
大
好

き
な
の
ね。
特
に
先
術
援術が
好き

で
、

常温核融合とか
超伝導・もやっ

てい
る。た
だ 、大会な工
紛や施設

をつ
くり 、
煩先縦の
プロジェ
クト

をつ
くれ
ば、一
挙に
経済が
よくな

るという考え
方の
持ち主だ。

辺
私は、金
正日という
人は

改
革派の郎類に
属するのではない

か
と
思いま
す。し
かし

、結民地時

代や
朝

鮮戦争を
知らない世
代でも

あり
、第一

世代とは
相当な感覚の

ギャ
ッ
プが
あるんじゃ
ないか。
国

際的な圧力が
強ま
ると
、どうして

もパ
ル
チザン
償代が
出てくる。
金

主
席の
自の
黒いう
ちは、彼らが
朝

鮮の
革命を引っ
張っ
ていくという

意
思の表れでしょ
う。

中
崎
その点では、中国と似て

いるわけで
すね。

辺
金正日さんが
、お父さんの

ようなカリスマ
性を、はたして
持

て
るかどうかは
、

北朝鮮が
経済で

終国との
ギャッ
プを
絡められ
るか

’·90. 6.22 

にかかっ
ていま
す。

その
意味では
、今回の

斡ソ会談

に反発して
離反
するのは、
貿
易
径

の
六
Owm
を
ソ
速に
負っ
て
い
る
以

上 、経済的にはデメ
リッ
トが
大き

すぎ
る。こζは
、じっ

と
我慢の
子

でい
るほかはないんじゃ
ないか。

玉織
円以近の

北
朝鮮の
経済政策

はめ
ちゃく
ちゃ。
地
方が
疲弊して

い
るので
、いっ

たんは
経済
正
常化

銘線を
取り始めたが
、

去年の
冬 、

金日成主
席が
西海岸の
大水路
建設

をやれ
といっ
た
と思うと 、
今度は

金正日が
平緩で住宅五万
戸旭川設を

やる。
すべ
ての
国民が
英雄主
袋を

発郷して
、命を

捨ててもや
らなく

ちゃいかん。
長生き
するだけが
能

じゃ
ない
、とまでいっ

てい
る。

御
菓
子

松雪
ん

の

呈

｛新変の豊かな風味

幻
想
を
支
え
に
し
て
我
慢
比
べ

－「しおり」お送リ致します。
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中崎

平副惜の
市内では高層アパ

ートをとんどん
建てていまして
、

住んでい
る気配が
ない
ところが
ず

いぶんあっ
た。

小牧
たし
かに
経済は不娠
で
す

が
、ルーマニ

アのように
崩れ
るか

といえ
ば、国民の
問に欲しが
りま

せん統一
までは

、という考え
方が

浸透していま
す。

中嶋
もういっぺ
ん 、簡のほう

に
活を一民したいんで
すが、
殺図の

留学生でも、北側の論理に心
酔し

ている人が
母近は
多いで
すね。
ソ

ウルでも
学生との
対話が
成り立た

な
い

、と
数
俊
た
ちが
乙
ぼ
し
て
い

る。
こ

の
激
し

い
反
抗
は
な
ん
な
の

か。小牧
日本でいえ
ば、一
九六
O

年安保の
状況だと
思います。
税関

は
労働
階級を中心に
学生を
糾合し

の中では
、それが

新鮮なもの
とし
て
、現政権を倒そうとしてい

る。

て受け止められてい
る。

ポー
ランド
政織が述附切に
倒された

それ
と
、やっ

ぱり般
隠も
間内
体
ように
ね。
北の東
独化と
、南のボ

制に
ま
だま
だ
自
信が
な
い。
だか
lラン
ド
化を、お
互いに
夢見て
、

ら 、よ
けいに
学生が
反発する。

我悦比べ
だと
思いま
すね。

辺
韓
国の
女
子
学
生が
北に
行

玉
縫
うん 、そうそう。

き
、mmつ

で
きた
ら懲役十年。
西独

辺
北のほ－つが
いま

、やや抑さ

の図民が東独へ
行っ
て
、懲役十年

れていま
すけれ
ども
、お

互いに
幻

を宣告され
るようなもので
す。
そ
恕を
捨て
ない限り 、統一
は非常に

うした
強硬策へ
の反発は
根強い。
難し
いんじゃないかと悶ゅう。

北籾鮮
サイドか
らしま
すと 、
総

玉
総
幻想が
消え
るのは、九二

国は
、東

欧を
全部攻め落とした
努
年
四
月
までの二
年足
ら
ずの
聞か

いで、
北を
孤立させ 、経済的にも
な。ζれか
らは
尚北が
もっ
と際ど

破綻させて
、西独が

東独を
奴収す
い
鏡り合いにな
るでしょ
うね。

るような
形にしようとしていると

小牧
北
朝鮮は

、南の解放とい

映っ
てい
る。
慮楽感さんも
、西独

うζ
とぞ滋本的に
姶ててません。

のコ
ール首相のように
なりたいの
そζ
を
変え
ない限り 、南との和解

じゃ
ないかな。

というのは
難し
い
と
思う。

一
方 、韓悶か
ら見ると 、
花
朝鮮

結
局
、三

十
八
度
線が
消え
るに

⑧
3
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，一、
必司」一－即

時
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嶋
菅薗喧失m－

悶“
＆神川跡

毎
宵
区

en
訓問問
－－d’a、．

恥wayo回京

｛岨叩判一明山M財官草

刈川山、一Tg・

は
、

朝
鮮戦争の
傷
跡を埋めていく

ような南北の信
頼磁
成関係を少し

ずつ
積み
茂
ね
るし
か
な
い
で
し
ょ

う。
そのうえ
で
南北の軍縮が
でき

るかどうか。
北
朝鮮がゴ
ルバ
チョ

フ
を名指しで批判し
ないのは、米

ソの
策
絡をアジアに
及ぼ
すため 、

ゴ
ルバ
チョ
フにもう一
働き
させた

い
という希望が
あるように
思うの

で
す。中嶋

ソ述と総
問が
首

脳会談を

持っ
た
ということは
、在給米箪

基

地
の
存在理由の
タガが一
つ
外れた

ということ
なんで
すね。

辺
斡ソ
を始め相次ぐ首脳会談

で、
南がイニ
シ
ア
チブをとっ
た
け

れども
、三十

八度線が
どうな
るか

のカギは
北
朝鮮が
握っ
てい
るとい

うζとで
すね。

構成
本総・水野
守
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